
無
縁
社
会
と
寺
縁
そ
の

31

じ

　
　え 

ん

　
本
年
４
月
か
ら
法
華
宗
（
本
門
流
）
よ
り
出
向
し
公
益
財
団
法
人
全
日
本
仏
教
会
の
理
事
と
な
っ
て
初
め
て
の
会
議
に
出
席

し
ま
し
た
。
日
本
唯
一
の
全
日
本
仏
教
会
は
、
各
宗
派
と
都
道
府
県
仏
教
会
、
そ
し
て
各
種
仏
教
団
体
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
宗
派
間
の
連
絡
調
整
に
と
ど
ま
ら
ず
、
現
代
社
会
の
中
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
今
日
的
課
題
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
全
国
の
寺
院
は
ど
の
く
ら
い
あ
る
か
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
寺
院
や
布
教
所
の
所
謂
、
宗
教
法
人
の
数
は

７
万
５
０
０
０
あ
り
ま
す
。
こ
の
数
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
大
手
５
社
合
計
が
５
万
５
０
０
０
で
す
か
ら
、
そ
れ
よ
り

も
２
万
多
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
コ
ン
ビ
ニ
が
夜
間
も
電
飾
で
目
立
つ
の
に
対
し
、
意
外
に
私
た
ち
の
身
近
に
あ
る
の
が
“
お

寺
”
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ち
な
み
に
神
社
は
小
さ
な
お
社
な
ど
も
含
め
８
万
５
０
０
０
、
お
一
人
の
神
主
さ
ん

が
数
社
を
兼
務
し
て
い
る
の
が
実
態
の
よ
う
で
す
。

　
さ
て
、
今
年
は
春
過
ぎ
よ
り
大
阪
北
部
地
震
、
そ
し
て
西
日
本
集
中
豪
雨
、
さ
ら
に
記
録
的
な
猛
暑
と
ま
さ
に
災
害
の
続
く

年
と
な
り
ま
し
た
。

　
全
日
本
仏
教
会
で
は
、
被
災
地
や
当
該
地
域
の
被
災
寺
院
の
実
状
調
査
や
、
全
日
本
仏
教
青
年
会
や
他
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
と
協
力
し
て
、
仏
教
各
団
体
の
支
援
の
調
整
や
義
捐
金
の
勧
募
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
外
か
ら
は
な
か
な
か
わ
か
り
に
く

い
で
す
が
、
地
道
な
活
動
と
い
え
ま
す
。
新
し
い
事
と
し
て
は
、
東
京
都
仏
教
連
合
会
が
東
京
都
宗
教
連
盟
と
共
に
被
災
時
避

難
者
受
け
入
れ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
を
始
め
て
い
ま
す
。

　
次
代
の
仏
教
寺
院
は
少
子
高
齢
化
の
中
に
あ
っ
て
、
地
域
の
再
生
や
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
と
し
て
の
役
割
を
担
う
時

期
に
来
て
い
る
と
思
い
ま
す
。�

鴉　
鵠

て
ら
に
っ
き

寺
日
記

●
5
月
22
日　

深
川
玉
泉
院
本
葬
儀

　

井
上
日
宏
先
生
（
承
智
院
日
宏
上
人
法
寿
90
歳

　

東
京
ブ
デ
ィ
ス
ト
ク
ラ
ブ
）
本
葬
儀

●
6
月
1
・
2
日　

日
本
橋
倶
楽
部

　

京
都
研
修
会
（
竹
茂
楼
）

●
6
月
2
日　

岐
阜
円
経
寺
渡
辺
元
秀
先
生
訪
問

　

御
見
舞
（
当
住
恩
師
）

●
6
月
4
日　

全
日
本
仏
教
会
第
34
期
理
事
会　

　

於 

芝
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

●
6
月
7
日　

棚
経
会
（
７
月
お
盆
棚
経
打
ち
合
せ
）

●
6
月
8
日　

猿
江
別
院
第
2
回
写
経
会

●
6
月
9
日　

淡
交
会
地
区
大
会

　

於 

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ

●
6
月
16
日　

法
華
コ
モ
ン
ズ　

大
平
宏
龍
法
華

宗
興
隆
学
林
長
講
義　

於 

新
宿
常
圓
寺

●
6
月
17
日　

小
倉
三
喜
雄
氏（
当
住
友
人
）結
婚
式

　

天
王
洲
ア
イ
ル
第
一
ホ
テ
ル
東
京
シ
ー
フ
ォ
ー
ト

●
6
月
18
日　

鍋
島
客
殿
保
存
会
設
立
会
合（
別
掲
）

●
6
月
21
日　

伊
東
・
稲
葉
芳
枝
刀
自
（
サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
日
蓮
教
会
創
立
者
石
田
日
天
上
人

内
室
千
代
子
夫
人
義
妹
1
0
5
歳
）
葬
儀

●
6
月
25
日　

稲
生
家
新
居
祈
願
法
要

●
6
月
26
日　

総
代
会　

於 

帝
国
ホ
テ
ル

●
6
月
27
日　

日
蓮
門
下
連
合
会
身
延
理
事
会
❶

●
7
月
1
日　

新
宿
浄
風
寺
当
山
団
参

　

京
都
大
本
山
妙
蓮
寺
御
貫
首
別
所
日
山
猊
下
ご

自
坊
新
宿
浄
風
寺
御
一
行
20
余
名
に
て
当
山
鍋
島

客
殿
等
見
学
団
参
。

●
7
月
上
旬
～
15
日　

棚
経
ご
回
向
週
間

●
7
月
16
日　

当
山
盂
蘭
盆
施
餓
鬼
法
要

　

盂
蘭
盆
法
要
に
お
い
て
、
本
年
新
盆
を
迎
え
ら

れ
た
植
田
・
大
野
両
御
総
代
、
当
住
徒
弟
秋
山
法

尼
は
じ
め
、
当
山
ゆ
か
り
の
女
優
朝
丘
雪
路
さ
ん

の
回
向
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
猛
暑
の
中

4
5
0
名
を
超
え
る
参
拝
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
7
月
18
日　

八
王
子
信
松
院
本
葬
義

　
西
村
輝
成
先
生
（
渓
山
輝
成
大
和
尚
88
歳
元
全
日
本

仏
教
会
副
会
長・東
京
ブ
デ
ィ
ス
ト
ク
ラ
ブ
）本
葬
儀
。

●
7
月
22
日　

勝
田
深
氷
先
生
（
伊
東
深
水
画
伯

　

子
息
）
七
回
忌
法
要　

於 

目
黒
隆
崇
院

●
7
月
27
日　

浅
見
慈
一
師
能
楽
講
演
会

　

於 

日
本
橋
倶
楽
部

●
8
月
3
日　

猿
江
別
院
第
3
回
写
経
会

●
8
月
6
日　

大
野
典
也
先
生（
当
山
総
代
）お
別
れ
会
❷

　
於 

東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
一
号
館
6
講
堂

●
8
月
14
日　

第
53
回
戦
争
犠
牲
者
慰
霊
並
び
に

平
和
祈
願
式
典　

新
日
本
宗
教
青
年
会
連
盟
主
催

於 

千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑

●
8
月
15
日　

戦
争
犠
牲
者
終
戦
追
悼
唱
題
行

●
8
月
18
日　

今
市
瑞
光
寺
一
周
忌　

　

瑞
光
寺
第
二
世
常
祥
院
日
倞
（
高
村
法
顕
）
上
人

第
一
周
忌
法
要
御
導
師
感
応
寺
住
職
福
島
典
雄
上
人

●
8
月
20
日　

猿
江
別
院
稲
生
家
祥
月
忌

　

別
院
再
建
大
檀
越
稲
生
雅
治
元
総
代
（
智
徳
院

法
音
日
雅
大
居
士
）
祥
月
忌
法
要

　6 月 18 日、鍋島客殿保存会設立の会合が同客殿で開催されま
した。その目的は、十年余以降の解体修理事業等に備え、調査研
究等を行っていくもので、今後、内田祥哉先生（東京大学名誉教
授・当山総代）を中心に進めて参ります。

前列　左から、内田祥哉 ( 東京大学名誉教授・当山総代）、坂本功（東京大学
名誉教授、一般財団法人日本建築防災協会理事長）、後藤治（工学院大学理事長）
後列　左から、三吉廣明（妙壽寺住職）、 重枝豊（日本大学教授、世田谷区文
化財保護審議会委員）、田中昭之（建文・建築文化研究所）、木川正也（建文・
建築文化研究所）、大谷昇（世田谷区教育委員会 文化財係長）、佐藤明子（世
田谷区教育委員会 文化財資料調査員）、三浦清史（こうだ建築設計事務所）、
平井ゆか（内田祥哉建築研究室）　　　　　　　　　　　　　　　　 〈敬称略〉

猿江別院御写経会のご案内

お知らせ　本年より開催しております「猿江別院御写経会」は、
引き続き平成 31 年も開催いたします。なお、開催
日程等につきましては、改めてお知らせ致します。

参加者
募集

日時：各回すべて金曜日、午後1時より午後 7時に開催
	 第 4回　平成 30 年10月 5 日
	 第 5回　平成 30 年12 月 7 日	
	 第 6回　平成 31年 1 月11日

7月29日　市内は気温が20度以内
という涼しさのなか、日蓮教会盂蘭盆
法要が奉修され、新盆を迎えられた
お二人はじめ、各家の供養が奉修さ
れました。

晴明庵
7月23日　炎暑の中、宗務院渡部憲亮上人ご法話、十余名に
て盂蘭盆法要、無縁塔供養を唱題奉修致しました。
8月22日　恒例の楠山家唱題供養の後、伊東港より船にて俎岩・
日蓮聖人御尊像前にて海施餓鬼ご回向を行いました。
日蓮教会

Kugenuma & San Francisco
鵠沼・桑港から

当住上人
の
宗務院 diary

5/22▶第 2 回責任役員会議
5/23～25▶第 73 次定期宗会
5/30▶第 3 回責任役員会議
5/30・31▶ 30 年度宗務所長会
6/ 6 ▶第 4 回紛議懲戒審査会
6/13▶法華宗連絡協議会 ・
　　　　　　　カレンダー会議

6/15▶久永・渡辺両師歓送迎会 　
　　　　　　 於 銀座古窯
6/28・29▶法華宗連絡協議会　　
　　　　　　　　　　於 熱海後楽園ホテル
6/29▶学務協 ・ 内局会議　
　　　　　　 於 尼崎興隆学林
8/29・30▶宗門史編纂委員会

9 月 8 日（土）	 勉強会「法華経の略要品」拝読 ー 6 ー
10 月 13 日（土）	 宗祖御会式御正当唱題行・勉強会
11 月 10 日（土）	 写経会
12 月 8 日（土）	 三千遍唱題行・勉強会「新テキスト 1」
1 月 12 日（土）	 初題目・勉強会「新テキスト 2」
2 月 9 日（土）	 勉強会「新テキスト 3」
3 月 9 日（土）	 写経会

　当山では、毎月第2土曜日午後2時より月例講正隆
会を開催しております。仏教や法華経についての勉強
会や写経会、またウォーキング課外活動を行っていま
す。檀信徒、ご友人どなたでも参加できます。例会では、
毎回1時半より正隆廟墓前法要を奉修しております。午後 2 時開催

妙壽寺 2018-19 秋冬春スケジュール
9 月23日 日 	 秋季彼岸会合同法要

	 初座：11 時、第二座：2 時

11 月 3 日 土 祝 	 御会式・宗祖御生誕 800 年慶讃法要並びに	
	 昭和本堂落慶 35 周年記念法要　2 時

お稚児さん募集（別紙参照）

＊催しの詳細は、別途お知らせいたします。

3 月21日 木 祭 	 春季彼岸会　中日法要

1 月 1 日 火 祝 	 元旦国祷会

2 月 3 日 日 	 節分会

11 月24日 土 	 一之輔落語×竹灯籠能「紅葉狩」
　日照上人畏友の伊東深水画伯を父に持つ女優・朝丘雪
路（加藤雪江）さんが、本年4月27日に亡くなられました。
7 月 16 日、当山の盂蘭盆施餓鬼において新盆供養され
ました。写真は、3 年前桜の候に当山来山の折、当住上人、
久美夫人、日照上人五女の恵子さん等と記念撮影した在
りし日の朝丘さん（前列左から 2 人目）

朝丘雪路さん新盆供養

一之輔落語＆竹灯籠能「紅葉狩」

13：30～ 15：00	 第一部　春風亭一之輔独演会 
15：30～ 16：00	 第二部　ミニレクチャー
	 	 「紅葉狩」の見どころ　浅見慈一
	 	 住職のお話　　　　三吉廣明
16：00～ 16：15	 休憩
16：15～ 17：40	 竹灯籠能「紅葉狩」
	 	 浅見慈一　他

◎入場料（全席自由）
　一部・二部通し券
　　一般 6500 円　学生 4000 円
　一部のみ
　　一般、学生共に 2000 円
　二部のみ
　　一般 5000 円　学生 2000 円

◎チケットお申込み（受付開始予定　9月15日～）
　電話予約▶カンフェティチケットセンター
	 TEL：0120-240-540
	 （平日 10 時～ 18 時）
　WEB予約▶ http：//confetti-web.com/
◎お問い合わせ 代々木果迢会
　TEL：03-3370-2757（平日 10 時～ 18 時）
　E-Mail：info@yoyoginoubutai.com

平成 30 年 11 月 24 日（土）
13：30（開場 13：00）～ 17：40　於   妙壽寺本堂

前場で上臈の華やかで妖艶な世界、後場では維茂と鬼神の壮絶な戦い。
異なる世界に転回して観客をぐいぐいと引き込んでいく…。

平成30 年 7 月 豪雨による災害のお見舞いを申し上げます。
当山受付にて義援金勧募中

「
ゆ
く
秋
や
座
り
直
し
て
我

を
み
る
」
当
山
先
々
代
大

僧
正
日
照
上
人
俳
句
。

早
苗
靖
夫
当
山
総
代 

書

（
平
成
30
年
夏
）

34No.

妙 寿 寺 の 心 の テ ラ ス に 集 う

季刊『寺楽寿』は東京都世田谷区北烏山の法華宗（本門流）
本覺山妙壽寺が発行する寺報です。

檀信徒の皆さまをはじめ、妙壽寺にご縁のある皆さまに
広くお読みいただければ幸いです。

当山先々代三吉日照上人の提唱による
当山スローガンです
揮毫＝大本山本興寺御閑士大平日晋上人

本覺山　妙壽寺　〈法華宗（本門流）〉 

〒157－0061　東京都世田谷区北烏山 5－15－1
電話 03－3308－1251　FAX.03－3308－7427
ホームページ　http://myojyuji.or.jp平成 30年 10 月 1日発行

写
真
集『
妙
壽
寺
の
四
季
』刊
行　

10
月
初
旬
に
発
刊
予
定
。

お
楽
し
み
に
！

❶日蓮聖人門下連合会 身延理事会 （中央列右から 4 人目が当住上人）

❷

写真：当山玄関奥坪庭の大
おおが

賀ハス。当住上人撮影　

平成33年は
宗祖御聖誕

800年800年



本
堂
落
慶
35
周
年
記
念
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

（
平
成
30
年
5
月
2
日
（
水
）　
於
：久
我
山
・
鰻
割
烹
「
あ
つ
み
」　
14
時
30
分
よ
り
）

出　
    

席
：
鰻
割
烹
「
あ
つ
み
」葉
山
常
司
氏　

 

京
懐
石
弁
当
「
小
松
」本
多
保
幸
氏

聞  
き  
手
：
三
吉
廣
明
上
人

そ
の
他
出
席
：「
あ
つ
み
」葉
山

き
え
氏
（
葉
山
氏
妻
）・
葉
山  

昭
氏
（
葉
山
氏
長
男
）

第20回

　
日
淳
上
人
第
五
十
回
忌
、
日
惠
尼
上
人
第
三
十
七
回
忌

　 
両
上
人
の
年
回
忌
に
あ
た
り
思
い
出
を
語
る
⑵

の
事
情
は
、
よ

く
わ
か
ら
な
い

の
で
す
が
…
。

住
職　

そ
れ
で

楠
山
さ
ん
と

も
ご
縁
が
あ
り
、

そ
こ
に
藤
波
の

祖
父
母
が
い
て
、

私
の
母
（
当
山

先
代
妙
惠
尼
上

人
）
も
お
世
話

に
な
っ
て
い
た
。

そ
こ
で
ご
教
化

を
受
け
て
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
が

晴
明
庵
の
ご
信

者
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
。
そ
れ
で
、
昭

和
40
年
に
祖
母
藤
波
先
生
（
藤
沢
晴
明
庵
第
四
世
正

行
院
教
導
妙
龍
法
尼
位
）
が
亡
く
な
る
ま
で
、
終
戦

の
後
か
ら
ず
っ
と
晴
明
庵
に
通
っ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
し
た
。
だ
か
ら
、お
料
理
な
ど
に
は
、お
ば
あ
ち
ゃ

ん
は
折
り
紙
つ
き
だ
っ
た
わ
け
で
す
。

本
多　

い
え
い
え
、
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
で
す
。

住
職　

そ
の
後
、
私
が
ち
ょ
う
ど
あ
つ
み
さ
ん
に
子

供
の
こ
ろ
に
遊
び
に
行
っ
て
、
ひ
ど
い
話
で
す
け

ど
、
厨
房
に
入
っ
て
、
お
も
し
ろ
い
も
の
だ
か
ら
、

天
ぷ
ら
は
何
で
揚
が
る
の
か
、
衣
を
揚
げ
油
の
中
に

ち
ょ
っ
と
入
れ
て
み
る
と
、「
わ
あ
、
何
だ
、
天
ぷ

ら
は
こ
う
な
る
ん
だ
」
み
た
い
な
こ
と
で
遊
ん
で
い

た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
時
代
の
も
う
少
し
前
で

す
が
、
今
度
は
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
息
子
、
つ
ま
り

本
多
さ
ん
の
お
父
さ
ん
が
吉
祥
寺
に
お
寿
司
屋
さ
ん

を
出
店
す
る
こ
と
に
な
っ
た
ん
で
す
ね
。

本
多　

は
い
。
そ
れ
は
昭
和
29
年
で
す
。
や
は
り「
小

松
」
と
い
う
名
前
で
。

住
職　

そ
の
お
寿
司
屋
に
行
っ
た
時
の
写
真
が
あ
る

ん
で
す
よ
。
そ
れ
か
ら
、
今
度
は
、
新
井
薬
師
に
移

転
で
す
ね
。

本
多　

昭
和
36
年
に
引
っ
越
し
ま
し
た
。

住
職　

創
業
は
、
あ
つ
み
さ
ん
と
同
時
期
で
す
ね
。

本
多　

そ
う
で
す
。
そ
の
と
き
に
先
代
の
顕
道
上
人

に
店
を
探
し
て
い
た
だ
い
た
ん
で
す
。

住
職　

あ
あ
、
そ
う
で
す
か
。

本
多　

あ
の
こ
ろ
吉
祥
寺
か
ら
ど
こ
へ
移
る
か
と
い

う
こ
と
で
、
お
や
じ
も
い
ろ
い
ろ
探
し
て
い
ま
し
て
、

顕
道
上
人
が
、
じ
ゃ
あ
、
知
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ

る
か
も
し
れ
な
い
か
ら
、
探
そ
う
か
と
い
う
こ
と
で
、

探
し
て
く
れ
た
の
が
大
久
保
石
材
店
で
、
何
し
ろ
面

倒
見
が
本
当
に
よ
か
っ
た
で
す
ね
。

住
職　

私
が
新
井
薬
師
の
店
で
覚
え
て
い
る
の
は
、

3
年
前
に
亡
く
な
っ
た
安
田
顕
實
さ
ん
と
２
人
で

行
っ
た
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。
や
は
り
私
が
子
供

だ
っ
た
の
で
、
う
ろ
覚
え
で
す
が
、
吉
祥
寺
の
店
よ

り
も
新
井
薬
師
の
店
の
方
な
ん
で
す
。

本
多　

そ
う
で
し
ょ
う
ね
。
吉
祥
寺
の
と
き
は
、
住

職
は
本
当
に
ま
だ
小
さ
く
て
、
や
は
り
安
田
さ
ん
と

一
緒
に
来
て
…
。

住
職　

そ
れ
は
、
安
田
さ
ん
は
私
の
子
守
り
だ
っ
た

か
ら
。

両
上
人
の
思
い
出

　
　
　
お
人
柄
と
エ
ピ
ソ
ー
ド

住
職　
「
あ
つ
み
」
の
お
母
さ
ん
は
、
私
の
母
を
覚

え
て
い
ま
す
か
。

葉
山

き
え　

覚
え
て
い
ま
す
よ
。

住
職　

あ
つ
み
さ
ん
で
待
ち
合
わ
せ
て
、
ご
夫
婦
で

食
べ
に
き
た
こ
と
も
…
。

葉
山

き
え　

そ
う
そ
う
。

葉
山　

お
母
さ
ん
は
月
に
１
回
ぐ
ら
い
、
伊
東
と
稲

取
、
熱
川
に
行
っ
て
い
ま
し
た
ね
。

住
職　

そ
う
そ
う
。
晴
明
庵
と
か
、
伊
豆
方
面
へ
法

務
で
行
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
。

葉
山

き
え　

車
で
送
っ
て
い
き
ま
し
た
よ
。

住
職　

送
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
る
。

葉
山　

い
や
、
毎
回
で
す
よ
。
ち
ょ
っ
と
そ
こ
ま
で

送
っ
て
と
言
う
か
ら
、
今
日
は
伊
東
だ
よ
っ
て
。
途

中
で
お
茶
を
飲
ん
で
。
お
母
さ
ん
は
コ
ー
ヒ
ー
が
好

き
だ
か
ら
。

住
職　

そ
の
当
時
、
高
速
道
路
は
な
い
で
し
ょ
う
。

す
ご
い
で
す
ね
。

葉
山　
（
国
道
）2
4
6
で
平
塚
へ
行
っ
て
、
平
塚

か
ら
一
般
道
路
を
走
っ
て
、
湘
南
の
海
岸
へ
出
て
。

そ
れ
で
、
最
後
は
伊
東
。
こ
こ
で
「
じ
ゃ
あ
、
さ
よ

う
な
ら
、
気
を
つ
け
て
」
っ
て
。
い
つ
も
途
中
で
う

ど
ん
を
食
っ
た
り
、
そ
ば
を
食
っ
た
り
、
コ
ー
ヒ
ー

を
飲
ん
だ
り
…
。

住
職　

だ
か
ら
、
う
ち
の
母
が
倒
れ
て
病
床
に
あ
る

と
き
も
、
よ
く
あ
つ
み
さ
ん
が
来
て
、
車
椅
子
の
母

の
無
聊
を
慰
め
る
た
め
に
、
い
ろ
ん
な
昔
の
話
を
し

て
い
ま
し
た
ね
。

　

次
は
本
多
さ
ん
の
お
話
で
す
。
先
々
代
の
日
照
上

人
が
昭
和
22
年
か
ら
26
年
ま
で
半
月
に
一
遍
、
本
山

の
法
務
で
京
都
に
通
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
都
度
、

池
端
法
衣
店
さ
ん
が
駅
ま
で
迎
え
に
来
て
く
れ
て
い

ま
し
た
。
当
時
は
「
特
急
つ
ば
め
」
で
東
京
か
ら
京

都
ま
で
９
時
間
か
か
り
ま
す
。
さ
て
、
そ
の
母
は
、

お
寺
さ
ん
に
頼
む
の
は
い
ろ
い
ろ
な
支
障
も
あ
る
し
、

お
仕
事
つ
な
が
り
と
い
う
こ
と
で
、
池
端
さ
ん
に
頼

ん
だ
の
で
す
。
そ
の
池
端
さ
ん
に
紹
介
さ
れ
た
京
料

理
店
に
、
本
多
さ
ん
は
何
年
修
業
さ
れ
た
ん
で
す
か
。

本
多　

３
年
半
ぐ
ら
い
で
す
。
ま
ず
、
池
端
さ
ん
の

ほ
う
か
ら
３
軒
紹
介
す
る
か
ら
、
そ
の
中
か
ら
選
べ

と
言
わ
れ
ま
し
た
。
料
理
屋
「
萬
亀
楼
」
と
、
仕
出

し
専
門
「
近
新
」、
そ
れ
か
ら
、
私
が
勤
め
た
京
料

理
「
井
傳
」
で
す
。

住
職　

そ
れ
は
住
み
込
み
で
す
か
。

本
多　

は
い
、
住
み
込
み
で
す
。

葉
山　

だ
か
ら
、
お
母
さ
ん
と
京
都
に
用
が
あ
っ
て

一
緒
に
行
っ
た
と
き
、
本
多
さ
ん
の
修
業
先
の
前
を

通
っ
た
と
き
に
教
え
て
く
れ
た
ん
で
す
よ
。

住
職　

本
当
で
す
か
。
池
端
さ
ん
に
は
、
私
も
京
都

に
連
れ
て
い
か
れ
た
と
き
に
、
母
は
「
用
事
が
あ
る

か
ら
、
あ
な
た
は
池
端
さ
ん
の
女
子
従
業
員
さ
ん
と

観
光
バ
ス
に
乗
り
な
さ
い
」
と
言
わ
れ
て
、
観
光
バ

ス
に
乗
っ
た
と
き
の
集
合
写
真
が
残
っ
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
池
端
さ
ん
は
先
々
代
か
ら
、
２
代
、
３

代
で
つ
な
が
っ
て
い
る
お
寺
は
大
事
に
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
よ
。

　

師
父
が
亡
く
な
っ
た
の
は
、
私
は
11
才
で
し
た
。

本
当
に
短
い
期
間
で
し
か
そ
う
い
う
風
景
と
い
う
の

は
見
て
い
な
い
ん
で
す
。
あ
つ
み
さ
ん
と
本
多
さ
ん

の
ほ
う
が
、
う
ち
の
父
と
母
が
一
緒
に
い
る
風
景
と

い
う
の
は
多
分
よ
く
見
て
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

夫
婦
で
仲
は
良
か
っ
た
ん
で
す
か
。

本
多　

は
い
、
良
か
っ
た
で
す
よ
。

葉
山　

仲
悪
く
は
な
い
ね
。
だ
っ
て
、
お
母
さ
ん
が

お
や
じ
さ
ん
の
言
う
こ
と
に
決
し
て
反
発
し
な
か
っ

た
か
ら
。

本
多　

そ
う
で
す
、
そ
う
で
す
。

葉
山　

お
母
さ
ん
は
、
お
父
さ
ん
が
出
か
け
ち
ゃ
っ

て
か
ら
、「
全
く
し
ょ
う
が
な
い
」
と
愚
痴
を
こ
ぼ

す
け
ど
、
２
人
の
と
き
は
決
し
て
言
わ
な
い
。「
は

い
」
っ
て
な
も
ん
で
し
ょ
う
。

住
職　

や
っ
ぱ
り
大
正
の
女
子
で
す
か
ら
ね
。
今
、

本
多
さ
ん
の
お
顔
を
見
て
い
て
思
い
出
し
た
の
は
、

母
が
昭
和
50
年
に
脳
梗
塞
で
倒
れ
た
と
い
う
と
き
に
、

あ
つ
み
さ
ん
も
よ
く
お
見
舞
い
に
来
て
い
た
だ
い
た

け
れ
ど
、
本
多
さ
ん
は
ま
た
ご
縁
が
深
く
、
お
寺
に

と
っ
て
最
も
親
し
い
早
苗
さ
ん
と
い
う
総
代
さ
ん
が
、

私
が
ま
だ
そ
の
と
き
高
校
ぐ
ら
い
だ
っ
た
の
で
、
す

ご
く
心
配
し
て
、「
妙
壽
寺
を
囲
む
若
い
会
」
と
い

う
の
を
つ
く
っ
て
、
旅
行
に
行
っ
た
ん
で
す
。
あ
の

と
き
は
お
寺
に
来
る
お
坊
さ
ん
の
若
い
人
た
ち
も
入

れ
て
、
白
樺
湖
と
か
に
行
っ
て
、
そ
れ
は
二
、三
回

あ
り
ま
し
た
。

本
多　

そ
う
で
す
ね
。
あ
ん
ま
り
数
は
多
く
は
な

か
っ
た
け
ど
も
、
何
回
か
あ
り
ま
し
た
。
お
寺
の
庭

で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
し
ま
し
た
ね
。
店
か
ら
材
料
を

持
っ
て
い
っ
た
り
し
て
…
。

住
職　

そ
う
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
ね
。
今
で
も

無
性
に
、
本
多
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
つ
く
っ
た
も
の
が

食
べ
た
く
な
り
ま
す
よ
。
例
え
ば
マ
グ
ロ
の
煮
た
の

と
か
、
お
か
ら
の
炊
い
た
の
と
か
。
未
だ
に
食
べ
た

い
と
思
う
の
は
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
影
響
が
あ
り
ま

す
よ
。

本
多　

そ
れ
は
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
ね
。

法
事
・
法
要
で
の
会
食
の
役
割

住
職　

こ
れ
は
ぜ
ひ
言
っ
て
お
き
た
い
こ
と
で
す
が
、

と
も
か
く
妙
壽
寺
で
外
か
ら
来
た
人
を
お
も
て
な
し

す
る
の
は
あ
つ
み
さ
ん
の
鰻
で
す
。
実
は
2
年
前
に
、

沼
津
の
ご
本
山
光
長
寺
に
行
っ
た
と
き
に
、
有
名
な

老
舗
の
桜
家
の
鰻
を
食
べ
ま
し
た
が
、
特
段
に
美
味

し
い
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
ふ
だ
ん
あ
つ
み
さ

ん
の
鰻
を
食
べ
て
い
る
か
ら
、
み
ん
な
が
び
っ
く
り

す
る
ほ
ど
美
味
し
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。

あ
つ
み
さ
ん
は
、
老
舗
の
鰻
専
門
店
で
み
っ
ち
り
修

業
し
た
よ
う
に
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
実
は
神
保
町

の
日
本
料
理
屋
さ
ん
だ
っ
た
と
は
驚
き
ま
し
た
。

　

本
多
さ
ん
は
、
京
都
の
懐
石
を
習
い
始
め
た
と
き

の
苦
労
と
か
、
関
東
と
全
く
違
う
ぞ
と
い
う
の
は
あ

り
ま
し
た
か
。

本
多　

や
は
り
味
で
す
ね
。
関
東
の
濃
い
味
か
ら
、

向
こ
う
で
言
う
い
わ
ゆ
る
薄
味
。
た
だ
薄
い
と
感
じ

る
ん
で
す
が
、
味
に
コ
ク
が
あ
る
。
奥
深
い
で
す
。

住
職　

あ
と
、
季
節
感
を
取
り
入
れ
る
の
は
圧
倒
的

に
多
い
で
す
ね
。

本
多　

そ
う
で
す
ね
。
や
は
り
四
季
は
大
切
に
し
て

い
て
、
料
理
も
春
夏
秋
冬
の
季
節
の
も
の
を
必
ず
入

れ
て
い
ま
す
ね
。

住
職　

だ
か
ら
、
あ
つ
み
さ
ん
の
江
戸
料
理
の
鰻
を

食
べ
、
本
多
さ
ん
の
京
料
理
を
食
べ
る
こ
と
が
で
き

て
、
幸
せ
な
ん
だ
な
と
思
わ
な
き
ゃ
い
け
な
い
。
今

は
、
物
流
・
交
通
な
ど
の
発
展
で
、
東
京
に
も
山
ほ

ど
の
京
料
理
店
は
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
時
代
の
中

で
、
私
は
お
二
方
に
申
し
上
げ
た
い
の
は
、
で
き
る

限
り
、
お
寺
の
ご
法
事
に
お
見
え
に
な
る
お
檀
家
さ

ん
が
、
境
内
の
花
や
草
木
の
あ
る
自
然
の
中
で
ご
先

祖
を
思
い
起
こ
し
な
が
ら
、
あ
つ
み
さ
ん
の
江
戸
料

理
の
鰻
で
あ
っ
た
り
、
本
多
さ
ん
の
京
懐
石
料
理
を

食
べ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
今
は
本
当
に
核
家
族

化
が
進
ん
て
、
少
子
・
高
齢
化
で
、
法
事
が
だ
ん
だ

ん
減
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
い
う
中
で
、
そ
う
い
う
も
の
を
味
わ
っ
て
い

た
だ
い
て
、
ご
先
祖
に
思
い
を
馳
せ
て
い
た
だ
く
時

間
は
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
う
い
う
機
会
が
な
け

れ
ば
親
類
な
ど
に
会
う
機
会
は
め
っ
た
に
な
い
で
す
。

会
食
す
る
場
所
を
提
供
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、

お
寺
と
し
て
の
あ
る
種
の
大
き
な
役
割
で
は
な
い
か

と
。
そ
の
役
割
の
中
で
、
美
味
し
い
も
の
を
食
べ
る

と
い
う
こ
と
が
幸
せ
を
感
じ
る
こ
と
の
一
端
と
し
て
、

す
ご
く
大
事
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

葉
山　

法
事
な
ど
の
集
ま
り
が
だ
ん
だ
ん
減
っ
て
き

て
い
る
の
は
確
か
で
す
ね
。
住
職
が
言
う
よ
う
に
、

法
事
に
は
お
寺
さ
ん
に
集
ま
っ
て
会
食
す
る
と
い
う

の
は
、
本
来
、
習
慣
化
し
て
い
た
こ
と
で
す
ね
。

住
職　

本
多
さ
ん
は
、
こ
れ
か
ら
の
京
料
理
は
ど
の

よ
う
に
お
考
え
で
す
か
。

本
多　

今
は
本
当
に
、
あ
っ
と
い
う
間
に
関
西
方
面

へ
行
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
し
、
関
西
の
も
の
が

こ
っ
ち
に
も
ば
あ
っ
と
出
て
き
て
い
る
か
ら
、
味
的

に
は
昔
の
よ
う
に
関
西
の
味
、
関
東
の
味
と
い
う
の

は
、
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
に
な
っ
ち
ゃ
っ
て
い
る
み
た
い

な
感
じ
は
あ
り
ま
す
ね
。

葉
山　

だ
か
ら
、
生
粋
の
京
都
と
い
う
の
を
守
り
切

れ
な
い
気
持
ち
が
出
ち
ゃ
う
と
思
う
ん
で
す
よ
。

本
多　

だ
か
ら
、
そ
こ
の
と
こ
ろ
が
…
。
京
料
理
と

江
戸
料
理
は
、
や
は
り
違
い
が
あ
る
ん
で
す
よ
と
い

う
よ
う
な
の
は
や
り
た
い
な
と
思
い
ま
す
け
ど
ね
。

最
近
は
、
材
料
も
お
肉
類
を
入
れ
な
い
と
、
お
客
さ

ん
が
喜
ば
な
い
と
い
う
の
も
あ
り
ま
す
し
。
入
れ
て

い
く
よ
う
な
形
に
も
な
っ
て
い
く
か
ら
、
多
少
は
変

わ
っ
て
は
い
る
け
れ
ど
も
。
で
も
、
や
は
り
懐
石
の
、

京
都
の
独
自
な
味
な
ど
は
残
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

住
職　

昭
さ
ん
、
最
後
に
ご
要
望
は
あ
り
ま
す
か
。

葉
山
昭　
「
あ
つ
み
」
を
単
体
で
考
え
る
と
、
父
が

始
め
て
、
母
が
加
わ
っ
て
と
い
う
時
代
と
今
を
比
べ

る
と
、
そ
の
昔
は
や
は
り
、
あ
つ
み
は
親
族
の
企
業

な
の
で
、
私
の
両
親
の
親
戚
が
泊
ま
り
込
み
で
手

伝
っ
た
り
、
み
ん
な
が
座
敷
で
雑
魚
寝
し
な
が
ら
仕

事
も
し
て
と
い
う
の
が
、
お
寺
さ
ん
な
ん
か
の
乗
り

と
い
う
か
、
ち
ょ
う
ど
波
長
が
合
っ
て
今
ま
で
は

回
っ
て
い
ま
し
た
。
今
は
時
代
が
す
っ
か
り
変
わ
っ

て
し
ま
っ
て
。
両
親
も
年
を
と
っ
て
き
て
、
手
伝
っ

て
い
た
姉
も
結
婚
し
て
家
を
出
て
し
ま
っ
た
。
父
が

店
を
始
め
た
と
き
の
状
況
と
変
わ
っ
て
し
ま
っ
て
、

こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
か
、
変
え
ざ
る
を
得
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

住
職　

お
寺
も
全
く
同
じ
で
す
よ
。
昔
は
、
お
寺
の

行
事
の
と
き
の
お
弁
当
は
全
部
あ
つ
み
さ
ん
に
つ

く
っ
て
い
た
だ
い
て
、
そ
れ
を
ご
婦
人
会
等
の
方
た

ち
が
全
部
詰
め
て
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
を
や
っ
て

い
ま
し
た
。
70
年
、
80
年
ぐ
ら
い
前
は
、
婦
人
会
の

方
た
ち
が
泊
ま
り
が
け
で
全
部
煮
炊
き
を
や
っ
て
い

た
と
い
う
時
代
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
ね
。

葉
山　

夏
は
7
5
0
個
、
秋
は
6
0
0
個
と
決
ま
っ

て
い
た
。
学
校
も
注
文
す
る
お
弁
当
は
1
0
0
単

位
で
し
た
が
、
学
校
そ
の
も
の
が
変
わ
っ
て
き
た
か

ら
今
は
少
な
い
。
彼
（
昭
氏
）
も
こ
こ
を
引
き
継
ぐ

と
き
は
、
そ
れ
だ
け
の
大
き
い
調
理
場
は
要
ら
な
い

だ
ろ
う
か
ら
。

住
職　

な
る
ほ
ど
ね
。

葉
山　

い
ず
れ
彼
に
は
完
全
に
継
い
で
も
ら
お
う
と

思
っ
て
お
り
、
店
の
営
業
権
は
彼
で
す
か
ら
、
責
任

を
持
っ
て
、
や
る
だ
け
や
っ
て
、
嫌
な
ら
嫌
で
や
め

り
ゃ
い
い
ん
だ
か
ら
と
。

本
多　

そ
れ
は
、
う
ち
も
ま
る
っ
き
り
同
じ
で
す
か

ら
。

住
職　

と
も
か
く
私
と
し
て
は
、
こ
れ
か
ら
も
妙
壽

寺
で
の
法
事
の
お
料
理
の
ほ
う
を
ご
両
家
に
引
き
続

き
お
願
い
し
て
、
お
檀
家
さ
ん
方
に
も
、
お
寺
で
過

ご
す
大
事
な
ひ
と
と
き
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

今
日
は
お
忙
し
い
と
こ
ろ
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

葉
山
・
本
多　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

＊
鶴
ヶ
濱
増
太
郎
（
つ
る
が
は
ま
・
ま
す
た
ろ
う 

明
治
27
年

〜
昭
和
14
年
） 

奈
良
県
北
葛
城
郡
當
麻
町
出
身
。
荒
磯
部
屋

所
属
。
最
高
位
は
西
小
結
。
本
名
は
西
本
増
太
郎
。
妙
壽
寺

に
墓
所
が
あ
る
。
ち
な
み
に
当
山
に
は
幕
内
力
士
の
墓
所
が

数
基
あ
る
。

 

住
職　

本
日
は
お
集
り
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
久
我
山
の
鰻
割
烹
「
あ
つ
み
」
の
葉

山
さ
ん
、
そ
し
て
本
拠
地
は
石
神
井
に
あ
り
ま
す
が
、

京
懐
石
弁
当
「
小
松
」
の
小
松
さ
ん
、
お
二
方
に
お

話
を
伺
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

私
と
し
て
は
、
お
寺
に
深
い
ご
縁
が
あ
っ
て
今
日

ま
で
お
出
入
り
い
た
だ
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
と
、

今
年
の
１
月
に
私
の
師
父
顕
道
上
人
の
五
十
回
忌
、

母
堂
妙
惠
尼
上
人
の
三
十
七
回
忌
、
明
後
日
の
5
月

4
日
が
命
日
で
す
が
、
両
上
人
と
も
お
二
方
に
は
深

い
ご
縁
が
あ
り
、
そ
の
あ
た
り
を
伺
い
た
い
と
思
い

ま
す
。

妙
壽
寺
と
そ
れ
ぞ
れ
の
ご
縁

住
職　

私
が
物
心
つ
い
た
と
き
に
は
、
あ
つ
み
さ
ん

の
店
で
ち
ょ
ろ
ち
ょ
ろ
し
て
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
は

な
く
、
移
転
す
る
前
の
店
で
し
た
。
開
業
し
た
の
は

何
年
で
す
か
。

葉
山
常
司
氏
（
以
下
、
葉
山
＝
敬
称
略
）　

昭
和
35

年
5
月
で
す
。

住
職　

と
い
う
こ
と
は
、
私
は
３
歳
で
す
ね
。（
笑
）

私
が
物
心
つ
い
た
と
き
か
ら
父
に
連
れ
ら
れ
て
伺
っ

て
い
ま
し
た
が
、
父
が
ア
メ
リ
カ
か
ら
帰
っ
て
き
た

の
が
昭
和
30
年
だ
か
ら
、
た
か
だ
か
５
年
で
す
ね
。

父
は
千
歳
烏
山
と
久
我
山
の
駅
を
電
車
で
使
っ
て
い

た
か
ら
、
店
の
前
を
通
る
ん
で
す
ね
。

葉
山　

歩
い
て
い
た
ね
。
何
げ
な
く
ぽ
っ
と
寄
っ
た

ん
だ
よ
ね
。

住
職　

父
が
で
す
か
。

葉
山　

そ
う
そ
う
。
だ
け
ど
、
住
職
は
割
に
気
が
短

か
っ
た
、
若
か
っ
た
か
ら
。

住
職　

そ
れ
は
も
う
よ
く
知
っ
て
い
ま
す
。

葉
山　
「
ち
ょ
っ
と
時
間
が
か
か
る
よ
」
と
言
っ
た

ら
、「
あ
あ
そ
う
か
、
じ
ゃ
あ
後
で
い
い
」
な
ん
て

言
っ
て
、
そ
れ
か
ら
お
茶
を
飲
ん
で
帰
る
よ
う
に

な
っ
た
。
だ
か
ら
、
何
げ
な
く
、
お
客
さ
ん
と
い
う

よ
り
も
、
何
と
な
く
、
ま
だ
会
っ
た
ば
っ
か
り
だ
け

ど
、
本
当
に
長
い
つ
き
合
い
が
あ
る
よ
う
な
感
じ
で
、

「
お
う
！
」
っ
て
な
も
ん
で
さ
。
だ
か
ら
、
住
職
と

呼
ば
な
か
っ
た
。お
や
じ
さ
ん
、お
や
じ
さ
ん
だ
っ
た
。

住
職　

あ
つ
み
さ
ん
は
昭
和
何
年
生
ま
れ
で
す
か
。

葉
山　

昭
和
９
年
。

住
職　

父
は
大
正
14
年
生
ま
れ
で
す
か
ら
、
10
歳
違

い
の
お
兄
さ
ん
、
つ
ま
り
お
や
じ
さ
ん
と
い
う
形
の

仲
で
す
ね
。
あ
つ
み
さ
ん
ご
自
身
は
、
愛
知
県
渥
美

半
島
の
ご
出
身
で
す
ね
。
開
業
が
昭
和
35
年
と
い
う

と
、
20
代
で
上
京
し
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

葉
山　

19
で
高
校
を
卒
業
し
て
、
そ
の
ま
ま
東
京
へ
。

住
職　

最
初
の
修
業
先
は
ど
こ
で
し
た
か
。

葉
山　

神
田
の
日
本
料
亭
。

住
職　

鰻
は
ど
ち
ら
で
修
業
さ
れ
た
の
で
す
か
。

葉
山　

こ
こ
（
久
我
山
）
へ
来
て
か
ら
、
鰻
屋
さ
ん

が
な
か
っ
た
か
ら
、
鰻
を
や
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
に

な
っ
た
。

住
職　

え
っ
、
そ
れ
か
ら
す
ぐ
に
で
す
か
。

葉
山　

そ
う
そ
う
。
料
亭
で
は
、
夏
場
は
鰻
を
出
し

て
い
た
か
ら
。
一
寸
角
で
ぶ
つ
切
り
に
し
て
、
焼
い

て
蒸
し
て
、
骨
を
抜
い
て
、
だ
し
を
つ
く
っ
て
煮
つ

め
て
。
舌
の
肥
え
た
神
田
、
本
郷
界
隈
の
社
長
さ
ん

た
ち
が
お
客
さ
ん
だ
か
ら
、
よ
く
出
る
。

住
職　

本
多
家
（「
小
松
」）
の
場
合
は
、お
ば
あ
ち
ゃ

ん
が
キ
ー
ワ
ー
ド
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
の
母
方

の
祖
父
母
が
戦
争
を
挟
ん
で
、
布
教
の
た
め
伊
東
に

い
ま
し
た
。
そ
の
と
き
に
、
本
多
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

（
本
多
や
す
・
平
成
2
年
10
月
20
日
逝
去
、
92
才
）

と
の
出
会
い
が
縁

の
始
ま
り
で
す
。

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、

も
と
も
と
市
川
で

「
小
松
園
」
と
い

う
料
理
屋
を
経
営

し
て
い
て
、
旦
那

さ
ん
が
大
正
時
代

に
小
結
ま
で
昇
進

し
た
鶴
ヶ
濱
＊

と

い
う
お
相
撲
さ
ん

で
し
た
ね
。

本
多　

そ
う
で

す
。
市
川
の
店
を

を
売
っ
て
、
伊
東

で
開
業
し
よ
う
と

し
て
い
た
ん
で
す

が
、
一
応
、
隠
居

暮
ら
し
を
し
て
い

た
よ
う
で
す
。
私

も
そ
の
こ
ろ
は
ま

だ
小
さ
い
で
す
か

ら
、
そ
の
あ
た
り

鰻割烹「あつみ」前にて
左から、葉山昭さん、葉山常
司さん、葉山 きえさん、
三吉廣明上人、本多保幸さん

鰻割烹 あつみ「つかさ」

京懐石弁当 小松「懐石料理」


